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　，L蓮の憐報と所見に基いてわれわれ．は本病め研
究とともに：速かな防疫対策を立てるために，本病1
の本態と流行の発生機序を疫学的に調査しようど
試みた。
調査方法並びに成績
1．流行発生地
　この流行の発生地は第1図に示すように石狩川の支流で
ある．内大部川流域と，低い分水揃を界してその頂に接する
地城に散’．蕉している部落であって，いずれも入ll　l，OOO・V・
2，QOOの農由村である。　この地方は地’ド水面が高いために．
ヲト戸は2m前後の淺いものが多く，水質は一般に不：良であ
る詳眠の生溜呈度及び衛∫1観念は…a：しく低くジドノ1～や哲
水が畝料水を汚染する可能性は随所に認められる。また農
耕の際地表水を飲用する者が少くなく，從って水系流行が
極めて起り易い状態にtVJると’考えられる。交通は旭川市と
芦別lll∫を系lilぶバスがこの地：｛」11ミを浬行しているので，北毫毎辻t
の山村としては外部との：接触は比較的多いといえるb
2．　患者の登生状態
流行発生地域の各部’落について能う限り多数の住氏の面
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第1図　傳染性下痢症発生士也帯
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接調査を行い，各部落ごとの患者の発生状態と概況調査に
よって示された蓮動会との関係を知らうと試みた。そのた
めに現地の医師・保健巾員の他に役場吏員や学校職員の協
力を求め，一定の訊査用紙により発病日，症｝鵬蓮動会V’N’
の出席，飲食物拉びに家族内感染等について面接調査を行
った。　この方法によって各部落住民の面接施行傘は70～
90％に達した。　　　　　’　　　　・　”
　　　　　　　　a）患者の発生状態
　調査票によ；J6月1日以降の日別下痢患潜の発生状態を
各部落別に画くと第2図の如くなる（但し1日の新患者発
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》・ても，また新城の如く以前から患者が散発していた部落
においても全く同様である。即ち笛2図において豊岡を除
く各；部落においては両者の関係は極めて緊密であると考え
られる。以しの威績から蓮動会は時日と場所を異にして開
かれているにかかわらず，各部落の流行に日並の病原体は
常に蓮動会開催のHに撒布され，且つ本病の潜伏期は2～
4日と推定された。
　　　　　　b）　．1性男jj・謹1三齢月晒罹患｝伏態
　白川をそれぞれの部落の所属する町村輩位に統括して，
総入rl及び総患者数に対する性別拉びに年齢別罹患率を算
出して第3図に示した。図から明かなように総人口．に対す
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　　　第2図　日別新患者発生の経過
（矢印は各蔀落で蓮動会が行われたijを示す）
芦　別　町．
焦数：が5名に蓮しなV・；部落は省略した）。　また概批訓‘査に
よりて早くから類似の患者が発生していた疑のある舞城韻
落については，特に5月にまで遡って調査を行った。図か
ら明かなように｝山居古潭及び豊1．r！においては定型的な輩峰
型の爆発流行を呈しているが，更進・粥丘及び新城におい
ては夏に2次感染に因ると想像される峰が認められる。こ
の事はまた面接調査の際に1家族内感染に因ると思われる患
者が発見された事実と共1こ7本病を傳染性のものと推定す
る根拠となりた。
　次に運動会と患者発生との関係を見ると，図に示すよう
に細動会が開かれた1，1と流行の極期との間隔は2～4］11‘t“
あって，この関係は定型的な爆発性流行を呈した部落にお
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　　　　　　　　　第3図・
城， ? ?
る年齢別罹患i率は，110歳以上の年齢層に比較して0～9歳
の乳幼見・学童の罹患牽が低く，この傾向は爆発性流行の
糧つた帥居村と音江村において特に著明である。次に患者
の年齢分布を見ると，何れの町村においても10～19歳の
罹患傘が他の年齢層に比較して著しく高く，全数の33～43
％に達し，以下年齢が増加するに從って罹患峯が低下して
いる。10歳未満の乳幼見の罹患率が他の年齢暦に比べて著
しく低いことは傳染性下痢症の罹患年齢の特徴とされてい
るがb，図に示すように10～工9歳の罹患寧が特に高い事を
見ると，同時にこれは病原体の撒布が年齢的にたまたま偏
していたた塀こ趨った見掛け上の現象とも考えられる。
3．原因食物の調査
　前述の成績からこの流行に1よ蓮動会が有力な誘因である
事が想像されるので，次に運動会に関連の深いと考えられ
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る飲食物の調査iを行った。ご九については次の2種類の食
品が問題となる。
　　1）蓮動会の当日会場で販萱されていたもの
　，2）．蓮動．会のために各家塵で訳理されたもの
この申で21の食品は共賦性の点から見て意味が少ないよ
うに思2，れるが，この地城には蓮動会を目当てに行商入が
入り込み，各家庭では披等♪う・ら共蓮の食物を買っている事
実があるためである。急性胃腸系疾患が集團的亭こ発生した
際原因となった食品を推定する方法として，現在最も合理
別なものは推理表（Ma帥er　Table）であるLh｛G），7’），この流行
では⊥述の2）’に属する食品が．余りに多種多様であったた
めに推理表を刑いる事は不可能であった。よって調査をコ）
の食品に対して進めた結果，流行の発生した各部落の蓮動
・会で共通に販萱されたものはアイスキャンデー（氷菓）のみ
であり，しかもその当時隔離甲府されている患者の殆ど総
てが蓮動会場で氷菓を買喰いしている事が剃明した。よっ
てわれわれは次の如き推論により瓢理表に代る力法を考案
して，この氷菓が原因食晶と認め得るか否かを槍討．した。
即ち本病が傳染性下痢症であると假定すれば，病原ウイー
ルスを含む食物を撮満した者の心病牽は本病に特有な年齢
素因を示す筈である。從って特定の食素を掘僻した群の発
病率が傳染性下痢症に特有な’F齢素因を示し，一：方におい
てこの食品を撮輸しない群の発病牽は加齢とは無関係であ
る事が離率論的に証明されるならば，推理表を用いた時と
同論にその食品を以て原因食品と推定する事が出來る筈で
ある。
　　　　　　　　　　第1表
　　　　　　　　．氷菓を掘目した群
発　病
非発病
小学校α一6年）
　　　　，
55’　C18．1％）
249
ヰ1学校（1－3Sl－i）
46　（34．8％）
86
??
101
335
　以上の推輪の下にこのF祭定型的な爆発流行を見た剃帰亦寸
　と音江村に属している各部落の小・中学校生徒523名につ
いて，蓮動会当日の氷菓の買喰いと発病との関係をこの方
法によって槍託した。・その成績は第1表の如く氷菓を撮取
　しなかった者においては小学々童と申学校生徒の発病率の
問には差は認め難いが，氷菓を凹凸した者においては1両者
　は明かに異なり，中学校生．徒に較べて小学々覚の発病寧は
催かに低）・といえる。從1って本病が傳染性下痢症であると
　いう仮定が病原学或いは症候学酌．に証明されるならば，こ
　 氷菓が原因食晶であるという容疑が著しく濃厚となる。
但し氷菓以夕トの食品に対する容疑は依然として残る訳であ
　るが，その瞼討はこの場合不可能といわねばならない。．以
上で原因食品が推定されたが，実際に各部落の蓮動会で販
賞された氷菓は常に同じ業者の製品のみではなく，或る会
場では4名の業者がそれぞれの製品を販継している。
　從って次には何れの業者の製品が原因であるかを知る必
要があった。．ｬ行発生地帯には数軒の氷菓製造所があるが，
　第2図に示すようにi新城地区においては今度クコ爆発流行が
　発生するかなり以前から下痢患者が散発しているので，先
ず新城の氷菓業者の製造及び収賞の状態を訓期した。この
部落には2軒の製造所があるが，その中A店は生産規模も
’大きく，その製品は6月2H以降に新城及び附近の部落運
動会において多量に販費され，6月中旬には他の業者とと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もに爆発流行地域の各浬動会にお・・て販資され衣・る事が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　列明した。A店主の言によれば1帥居村管内で同業者が最も
　少なく，当店の製品が最も多く壷れたのは豊里の運動会で
　あると述べている。よって同村内の各部落から発生した患
者について，同一家族の中蓮動骨揚で氷菓を買1喰紛した者
　の数とその中からの発病者の数を26家族に対して澗査し
　た。その成績は第2表の如く氷菓を揃貸した者か．らの発病
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率は豊1即こおいて明かに高いといえる。またi帥1者．占潭に隣i
接する内野部落においても同じ呵り1に奥勤会が裏罫され，
氷菓も販蜜されているが，ここでは新城のA店製品は入っ
ていないuこの部落からは4名の患者が出ているが総：て同
6）食中｝接研究協議会1食il」毒の疫学調査指針傑）（プリ
　ント）。’
7）公衆衙生院疫学部：銀團食物中毒における原因食の推
　定法（プリンの。
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一家族の者℃，し．かもこれ尊は皆紳居古町の蓮動会場で氷
菓を買喰いして炉る事が列明レた。この成績はA店の氷’＃．：
を原因食品と推定する有力な傍証と考えられる。
　以上の推論は総て特定業者の氷菓を対称としたもので，
前述の理由から他の食品は全く考慮されていない。しかし
才1：し眞の原函食品が氷菓以夕トにあると仮定すると，以上の
ttj　c　＞r）　Sらその食息はつぎの諸際件を同1咋に満足する必要があ
る。Cl）その食品は流行発生の全地域に亘って蓮動会を機
として同時に販布されている畢，　（2）新城地区では既に6
刀上旬から収布？されている辮，　（3）i帥居利ではそれが：豊里
都落において特に濃厚であるIlr，．（4）流行地に隣接した内
園剖1落には全く畔引されていなレ・事である。われわれはこ
のような制限條件を同時に沸足する食品の可能性は氷菓g）
孕㌍r欺ぐて著しく小さいと考えて，以，膨減績から今回
の原因食品はk城のA店製造の氷菓であり，また推定潜伏
期，臨駿症状等より本病は悟染性下痢症であろうと推定し
た。
4s推定食品の汚染機序の調査．
　A店の氷菓添原因食晶とすれば，次にこれが如何なる機
序によ1つて病原ウイールスに酒染．されたかを知る必要があ
る。そのたあに先ず本病の流行直後A店で販讃していた氷
菓について紬菌学的繊査を行った所，ユcc　iiの細菌数98
ZJ’，遠藤赤樫菌外，200（グラム陰性，暗唱性1なる曲舞津得，
）mpr，の汚染の著しい事が認められた。ψ（にこの店の氷菓製
泄用水を1洲査した結果，前年所誉保：健所の認可を受けて使
川していた井戸が水量が少ないために本年新たに2M前後
の淺井戸を掘り，保健所の水質槍査を受けずに6刀5哨か
ら無断でこの捌二水を氷菓製造に使川していた事力ζ明かにな
らた。1その入水・・楡査成翁5滑第3i疫の如くであって，無認
可の井水には明，）・に汚物の雑人．’が認められる。更に6刀上
旬A店隅隅員家族から約10名の患者が発生している罪が
確認されたpこの事は終業暑中1にも1患者カ1発生していた拶
世尊させ多もe・でわって・從つ鴛k菓製造用水が酬こ汚
染されていたと黒暗に，從業員の手によっても氷菓が汚染
される可能性が著しく高い肱態にあ6たと考えられる。
　これまでの傳染性’ト痢症の疫学的知見では水系傍播は認
?
めらIしていないがS），箏2図に示した新城ゐ患者の発生胱
況を見ると，6　JJ　50頃から下痢患者が蟹〔発し初めて居り，
これはA店が氷菓の捉造に無認可の井水を使用し初めた時
期と櫛頑く一致していう・し・・し騨榔た，干うliA
店從業員の巾に患者が発坐していた疑の濃厚な事と，境地
の医師がこa剖1落には最近数年間赤痢の流行は見られなか
った．が，昭和26年5月上旬頃から本病と類似の下痢症が
特に農耕に從；申する膏II「ヒ年に散発してレぐたと述べている一J“
を考えると9），媒染性下痢症ウイールスは少なくも5刀土
旬頃まセにこの地区に潜入・し，たまたま氷菓製造所の興業
員に傳播したためにこれから氷菓が汚染され，爆発流行の
原因となったとも推定される。
　氷菓が病原ウィール’スによって汚染された機序について
は．VJ，上の2とおりの可能性が考えられるが，われわれが得
た｝鐙資料では・そρ何れとも断定し難い．しかしわれ翻・
とともにこの流行を調査された予防衛生研究所の鵬見秀雄
博士は，泳葉が汚染された槻序として前者の稼式を推定さ
れ，この’流行は特殊な形における水系感染とも考え得ると
い’つてオifら．tしる；）。
　最後に本病の病原ウィールスカ荊処からこあ地区に侵下
して來た．かという問題が残さ，れている。先に蓮べ泥ように
現地の医師の言によれば，この地区には過去数年澗は下痢
’1生疾患の流i予がなv・というJFから，　病原ウィ　ーノしスは夕卜部
から侵入して來たと考えざるを得ない。この部落に近接す
る芦別町は有数の炭鉱地告であ．るので，終戦以來入［1の移
動が特に激しいが，本州方面で海染性下痢症が蕉威を振っ
た時期においても．，芦別町に本病を思わせる如き下痢症の
流行は起っていない。また前年のぜと秋に旭川市内及び愛
別村に本病を疑わしめる下痢症の小流行が毒艮告されている
が，精査した結果何れも細菌性赤痢であった事が特定した。
しか．しll㈱125年』5月1く旬にrll川郡幕別Illr　a）2家族に発生
した下痢症は，卒然と：発寓する水榛の下痢を霊徴とし，便
には粘血液を含まず，全経過は3～4i，1で患者は殆．ど発熱
㌣ないが発病初期に嘔吐1二を．件なうものが多い点と，検便の
結果赤痢菌及びサルモネラ菌を瞼出しなかった点より，こ
の流行は再染iゾ1三下痢症の＝疑がかなり強い板に思おれる。し
かしこの患者と今回の流行との川には吹II何なる映1聯をも見
第　　3　表
一X．．．．
　　一　　槍査項目‘
瞼　水　　＼．一　　　　　　　×
認可済井水
無認可井水
pH　NH3
崩酸性　　　一　．
　6．6　　微量
HNO，　HNO，Cl／ ＃?．、。cc
遠藤赤変菌
著明　　G5．2
少量　　85．6
5．7
4“．， 一ト
　　　EMB1　cc
！・／
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MPN
了10ccl
／
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S）石丸＝公衆衙生学雑誌7，344（ll召25）． 9）前団氏．（芦別町牙二新城）よりの私信．
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出す琳が凶事なかりた。
考　　按
　最近ウイールスを病原とする下痢症及びウイー
ルス性と推定される類似の疾患が新たに注目を浴
び初めてV・るIo）’鋤。これ等の疾患は発生頻度や流
行の規模においては病原腸内細菌に因る場合と優
に比肩されるにかかわらす，病原学的研究の困難
な事からその疫学に関しては未だ不明な点が少な
くない。從ってこのような疾患が流行した際の報
告を見ても，疫学につV・ての記述は不明瞭なもの
が少なくなV・が，しかしこれを通覧すると区々な
中にも疫学的に：共通な特性があるようた思われ
る。それは何れの報告でも傳染性が著しく弧V・事
と，細菌性の疾患の流行ではしばしば見られる飲
食物を：介しての感染が殆ど常に否定されている事
である12＞，15）一2’2）。
　このことから多くの報告者はウイールス性の胃
腸系疾患は，患者との接触により呼吸器を介して
飛沫感染によって傳播されると推定している
が15）・16）一20），2＄）・24），Light＆Hodes25i，　Reimann等12）
はそれぞれの観察した疾患が実験的にぽ経氣道的
に感染する事を認めながらも経口感染の可能性を：
考慮しており，更にGordon馨£1｝）は類似の下痢症
の流行において本病が経口的に感染する事を実験
的に証明している。わが國では輻見等D勘が傳染
性下痢症と名付けたウイールス性疾患につV・て詳
細な研究を行い，本病の感染は経口的にのみ成立
し更にこれまでの推定に反して本病ウイールスは
腸内病原細菌と同様に，飲食物によって媒介され
る事を立証した。この成績は山本L’7），操等28）によ
　つて追証されたが，今回の流行におV・てもこの事
　は各研究班によって明快に：証明された。ウィール
　ス性下痢症にはv・くつかの種類があると推飽され
　ているが10）一’13），その中で傳染性下痢症として総括
　される疾患は，以jr．の成績によって汚染された飲
　食物を介して経口的に感染すると習えて誤りなV・
　ものと思われる。
　　管見1）は傳：染性下痢症の疫学的特徴として以．ヒ
　の他に，1）流行は冬から春の季節に好発し，2）罹
　患率が著しく高く，3）患者聞O．傳播磁路が追跡し
　易V・，4）幼若年の罹患摩が青肚年や老年に比べて
　著しく低い等の点を挙げでいる。これ等の項につ
　いてわれわれが今回の流行の際観察した所を比較
　老察するに：，1）及び2）においては大体において
　一・致してV・るが，3）についてはこの流行が爆発的
　に発生し，しかも短時日の間に絡撮しているので，
　傳区系路を追跡するには不適切な例と思われる。
　訳に4）の年齢と罹患との関係であるが，第3図
　に示し7dように：総人口に対する年齢別罹患傾向は
　概ね一致してV・るが，患者の年齢分布が20歳以
　上では忌事が照すに從って縮少している点力烈・阜
．等〕6、，山本等27）及び柳沢等29）の報告とはかな．り異
　なっている。10～19戯の患者が著しく多い群は之．
　の年齢層の者が運動会に出場した者の大多数を占
　めてV・た事によって設：明応上るが，音江村及び芦
　別町の如く明かに2次感染の認められる地区にお
　いても同様の傾向が見られ，このような恵者の年
　齢分布はむしろWildmani7），　Reimanni2）等の報告
　に近い。
　　訳は原因食昂であるが，ツィールス性下痢症の
　流行におV・て飲食物から確実に病原ウイールスが
10）幅見：日医新報1427，3（195ユ）．
11）輻見：臨内小8，71昭28）．
12）　Reimann，　H．　A，　et　al，：　」，A，　M．A．　127，　1　C　1945）．
13）　Clifford，　S．　H．　：　New　Engl．　J．　Med．　237，　969　C1947）．
14）　Kloos，　K，　＆　Brummund，　W．　：　Z．　Hyg．　132，　64　（1951）．
15）　Britten，　S．　A．　et　aL　：　New　E　ngl．　J．　Med．　244，　749
　（1951）．
16）　Cumming，　」．　G．：　」，　Pediat，　34，　711　C　1949）．
17）　Wildman，　H．　A．：’Arch．　lnt．　Med．　52，　959　（1933」．
18）　lngalls，　T．　H．　＆　Britten，　S．　A　：　J　A．　M．A．　146，　710
　（1｛51）．
19）・・ヒ條・仙；H医i新報1261，695（1948）．
20）　Gordon，　1．　et　al．：　J．　Exp．　Med．　86，　409　（1947）．
2’1）　Spencer，　R．　R，：　Pub．　Health　Rep．　45，　2S67　（1930）．
22）　Enders，　J．　F．　：　New　Engl．　J．　Med．　237，　897　（1947）．
23 紀春雄＝日医新報1270（1948）．
24） Reimann，　H．　A．　et　aL　：　Proe．　Soe．　Exp．　Biol．　＆　Med．
　59，　8　（1945）．
25）　Light，　」．　S．　＆　Hodes，　H．　L．　：　Am・　J．　Pub．　Health　33，
　　1451　（194‘3）．
26）・小島・知見・他：公衆衛生学雑誌5，3（昭23）．
27）山本・他：1」医新報1261〔1948）．
28）操・他：公衆衛生11，77（昭27）．
2g）　牢卯1沢・他：　1－1フ1く医弓｝二新幸艮　1270　（1948）．
30）Korns，　R．　F．二」．　Bact．47，5S2（1944）．
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言1則｛された報告はなく，われわれの場合も推定の
範囲を出ていなV・。このような場合原因食品を推
寒する方法としてもっとも合理的なものは推理表
（Mお‡er　Table）であると考えられている。しかし
この方法はいくつかの容疑食品の中から最：も容疑
の濃厚なものを確率論的に推定するものであるか
ら，この：方法を用いるには罹患者と如露患者につ
いて一蓮の容疑食品の揖取欺態が知られている必
要がある。しかしわれわれの場合にはかかる容疑
食品を想定するとその種類が余りにも多く，仮に
これを想定したとしても各食品の精確な揖取痴態
を知る事は不可能であった。よってわれわれはこ
のような場合に対する推理表を考案した。即ち本
病が葉叢性下痢症であるとV・う仮詮の下に，本病
に対する年齢的感受性の特徴を慮熱して，飢述の
如き方法によって特定の食品の容疑性を推定し
た。從って容疑食品がただ1種しかない場合，槍
定の結果有意とならなければ原因食品の推定は不
可能に絡る訳であるが，総ての集團発生において
修学族行’や集團給食の場合のように常に一病の
容疑食品を分析の組上に乗せ得るとは限らないか
ら，この’謔､な場合にはこの‘不完杢推理表’と
もいうべき方法が有効と鯉、われる。
　最後にわれわれが原因食品と推定した氷菓が汚
染された機序につV・てであるが，既述したように
その氷菓が製造される過秤において病毒保有者の
手指によって汚染されたとV・う推定と同時に，原
料としての井戸水が飢にウイールスを：含有してい
た可能性が考えられ，その何れの推定にもそれぞ
れの疫学的根拠が與えられている。しかしこの流
行に蕊V・て特に興味を感じるのは水系汚染の可能
性であって，この地区の地下水面が著しく高く從
って容易に排泄物に：よって汚染される歌態にある
こと，この地区にはかなり以前から患者が散発し
ていること，及び氷菓の製造に明かに排泄物によ
る汚染を証明された井戸水を：使用し初めた時期と
一致して患者が頻発している事は，この流行が水
系汚染によるとする推定を張めるものと思う。こ
れまでの報告ではウイールス性F痢症においては
水系感染は起らないと考えるものが多いが，その
理由として從來の発生例では水系感染が疫学的に
殆ど常に：否定されている事と，一・般にウイールス
は生休以外では増血せす，特に自然水中では容易
に不活性化されると想像されていたためと思われ
る。しかし最近に至ってウイールス性と推定され
る下痢症で水系感染によると考えられる流行が注
目されておりb・30）・31），また急性面白髄炎ウイール
スや傳染性肝炎ウイールスが長期闇水中に生存
し，その水系感染例も認められている32）。わが國
では更に泉熱においても水系感染を疑わしめる報
告が見られ33）・鋤，これ等の知見と今回の流行にお
けるわれわれの観察から，輪止性下痢症の水系感
染の可能性を否定することは南山であると思われ
る。
小　　括
　1。昭和26年6月北海道の一地域に発生した
傳：染性下痢症の流行を疫学的に調査した。
　2，この流行は異なる地区に殆ど同時に爆発的
に発生したもので，その原因は各地区に開催され
た運動会において販費された氷菓が本病ウイール
スに汚染されていたためであると推定された。
　3・食申毒の集團発生時に原因食品の推定に用
いられる推理表による：方法を繋留し，このような
場合に：有効な推理方法を老案した。
　4．流行の原因と推定された食品がウイールス
lCよって汚染された機序を調査し，これから本病
ウィ・一ルスによる水系感染の可能性について考察
した。
　　　　　　　　　　　　　（昭和2B．5．4受付）
3Vl　Boardman，　W．　W．　：　Am．　J．　Med．　Sci．　196，　833（193・　8）．
32）　Roemer，　G．　B．　：　Dtsch．　Med．　Wschr．　74，　941　｛1’949）．
）松田・他：日本傳染病学会雑誌26，83（ma27）．
34，北岡・他：同誌，26，841昭27）．
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　　　　　　　　In　the　middlc　of　June，1951ジSevera1」ru士al　villages　located　in　the．　ce4tral　part　gf　Hokkaido
@suffered　simultaneously　from　sevgre　outbreaks　of　a．・11　acute　diarfheal　disease．．　Withln　about、．ten．．
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